
平成29年度の進捗状況

①事業目的

「リハビリテーション科学とスポーツ科学の融合による先端的研究拠点」を形成
し，基礎的研究及び実践的研究を基盤とした“Sports & Health for All in
Niigata”（地域住民からアスリートまで全ての人が安全にスポーツを楽しみ，幸せ
な生涯を過ごす新潟県）を創出するとともに，保健，医療，福祉，スポーツ領域に
おける「優れたQOLサポーター」を育成・輩出することを通して社会の発展に寄与す
る．さらに，その成果を戦略的に公表・広報することを通して，新潟医療福祉大学
のブランドを構築する．

②平成29年度の実施目
標及び実施計画

１．研究：①伸張性筋収縮の条件と筋損傷程度との関連を解析し，伸張性筋収縮を
反復したときの筋線維膜透過性を明らかにする．②健常若年者を対象に，非侵襲的
脳刺激法等を用いて運動学習に与える効果を検討すると同時に，個人差に関しても
検討を行う．③学内強化指定クラブのアスリートを対象に，身体属性評価，運動機
能評価，筋機能評価，フィールドテストを実施し計測する．また，学内強化指定ク
ラブを対象にIOCに準じた共通フォーマットを用いた外傷調査の発生についての前向
き調査を実施し，代表的なスポーツ外傷として膝前十字靭帯損傷を対象に，受傷機
転動作や疼痛誘発動作を検証する．④既存の地域貢献事業を「新潟QOL サポートコ
ンソーシアム」として位置付ける．⑤シミュレーション教育センターを設置する．
２．ブランディング事業：①ステークホルダー１（在学生・受験生）：既存の学生
トレーナー制度を再構築し，アスリートサポートセンター内に新たな組織体制を構
築する．受験生には，オープンキャンパス時に「アスリートサポート」及び「リハ
ビリテーションScience」に関連する体験型プログラムを実施する．測定方法とし
て，平成30年度AO入試志願理由書の頻出フレーズを分析し測定・評価するほか，入
学生アンケートにおいて，“他大学と比較して本学の魅力だと感じること”の選択
項目に「アスリートサポートに関する教育・研究」，「リハビリテーションScience
に関する教育・研究」を設定し，その選択率を次年度以降の比較を通じて測定す
る．さらに，本事業に関する取組みを県内および全国メディアにプレスリリースし
パブリシティー掲載を通じて本学の露出拡大を目指す．加えて，スポーツ振興室
（本学事務局内に設置）が中心となり強化指定クラブ内調整を行う．
②ステークホルダー２（学術界）：(1)リハビリテーション科学領域およびスポーツ
科学領域における代表的な学術大会（日本リハビリテーション医学会，日本臨床神
経生理学会，日本臨床スポーツ医学会，日本理学療法学会，日本体力医学会，日本
作業療法学会，日本体育学会）において70演題以上の発表を行う．(2)関連領域の国
際誌（IF付き雑誌）に40本以上の論文を投稿し，33本以上の採択を目指す．(3)科研
費領域別新規採択数（文科省公表値）において，33年度までにリハビリテーション
領域では全国上位5位以内，スポーツ科学領域では上位10位内を目指す．

③平成29年度の事業成
果

１．研究：①伸張性筋収縮を繰り返すことにより，筋線維の膜透過性が増大するこ
とと，その膜透過性はストレプトマイシン投与により防ぐことが可能であることを
明らかにした．②非侵襲的脳刺激法の一つである経頭蓋ランダムノイズ刺激を前庭
部に与えることにより，バランス機能が向上することや，指先に機械的触覚刺激を
擦るように与えることにより，一次運動野の興奮性が増大することと，運動遂行能
が向上することを明らかにした．加えて，運動学習や知覚学習に重要な一次運動
野・一次体性感覚野内の抑制機能指標のバラツキ（個人差）を検討し，脳由来神経
栄養因子（BDNF）遺伝子多型の影響は少ない可能性を明らかにした．③強化指定ク
ラブのアスリートを対象に運動機能・筋機能評価を実施し，各競技の競技特性に応
じた運動機能と筋機能を明らかにした．さらに，学内強化指定クラブを対象に前向
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きに外傷調査を実施し，前十字靭帯損傷の発生には，男性ではカッティング動作，
女性では着地動作が重要な要素になっている可能性を明らかにした．④既存の地域
貢献事業（ロコモティブ症候群予防研究センター，言語発達支援センター，アクア
ヘルス推進プロジェクト研究センター，小児リハビリテーション研究センター）の
センター長を対象にして「新潟QOL サポートコンソーシアム」設立に向けて検討を
開始した．⑤シミュレーション教育システムを導入し，メディカルシミュレーショ
ン教育センターを設置した．
２．ブランディング事業：①ステークホルダー１（在学生・受験生）：これまで学
生クラブとして個別の活動を行っていた「スポーツトレーナー部」「メディカルト
レーナー部」および「栄養サポート部」を，アスリートサポート研究センターの学
生トレーナー部門として配置し，研究センターとの連携・協力のもと複数学科の学
生が本学強化指定クラブ等へのサポート活動に参加できる体制を構築した．併せて
各強化指定クラブ監督を対象に「アスリートサポートに関するニーズ調査」を実施
し，当該センターの活動等とのマッチング方法について検討した．受験生に対して
は，本学で実施されるオープンキャンパスにて“筋力測定” “運動療法体験”
“スポーツ用義足体験” “トレーナー活動体験” “スポーツ栄養学を応用した食
事チェック体験” 等，本学が養成する多様な専門性を活かした体験型プログラムを
実施し本プロジェクトで推進する「アスリートサポート」および「リハビリテー
ションScience」について情報提供ならびにブランド訴求に努めた．また，これら活
動による本学への認知変容やブランド浸透度を定量的に評価する指標として，専願
制入試であるAO入試を対象とした「志願理由書頻出フレーズ分析」および全入学生
を対象とした「他大学との比較における本学の魅力調査（入学生アンケート）」を
実施した．加えて，本プロジェクトに関連する特設サイトを設置したほか，各種活
動等について新聞・テレビ等へのプレスリリースを行い，「スポーツ指導　VR活用
を（新潟日報８月２日）」や「車いすバスケ　共に汗（新潟日報８月１３日）」等
多数の記事が掲載された．

１．自己点検・評価：「研究」については，基礎的研究および実践的研究，アス
リートサポート人材育成を含めてほぼ計画通りに進捗していると判断できる．特
に，個別の研究チームで行っていた研究に関して，プロジェクトを構築したことに
より横断的な情報交換が進展し，問題提起と成果還元の流れが構築されつつあると
判断できる．また，シミュレーション教育システムの導入とともにセンターが完成
し，シミュレーション教育を用いた教育研究の基盤が完成したと言える．唯一，各
種地域健康増進事業は進展しているものの，「新潟QOLサポートコンソーシアム」の
設置については各センター長を中心に調整している段階であり，コンソーシアムの
設置は平成30年度に持ち越された．「ブランディング事業」についても計画通り進
展しており，「在学生・受験生」に向けたブランディング戦略において，受験生を
対象としてオープンキャンパスにて本プロジェクト（通称：SHAINプロジェクト）の
紹介を推進し，在校生にはアスリートサポート学生トレーナー部の設立などを通し
てSHAINプロジェクトの普及に努めていると判断できる．「学術界」を対象にした計
画のうち，目標に掲げた学術大会において70演題以上の発表目標に対して96演題の
発表があった．さらに，IF付きの国際誌への投稿も40本以上の目標に対して49本の
投稿があり，採択数33本以上の目標に対して34本の論文が採択され，目標を十分達
成したと判断できる．加えて，リハビリテーション科学領域およびスポーツ科学領
域における領域別科研費採択数においても順調に推移していると判断できる．

２．外部評価：本事業は，新潟医療福祉大学の強みを最大限に生かし，トップアス
リートの育成や，多職種連携によるアスリートサポート人材の育成，アスリートを
サポートするための科学的エビデンスの構築を目指した基礎的・実践的研究の推
進，地域健康増進事業（障がい者スポーツの普及を含む）の推進に取り組むプロ
ジェクトになっている．本事業が生み出す成果は，社会（新潟県民含む）への貢献
が大いに期待できるだけでなく，広く学術界の発展にも寄与するものと思われる．
本事業発足から1年目を終えた時点であるが，「研究」および「学術界に対するブラ
ンディング事業」の進捗状況は非常に順調である．特に，学術界を対象としたブラ
ンディング事業において，国際誌への論文投稿数や採択数，学会発表演題数などは
当初目標を十分上回っており注目に値する数字である．また，「在校生・受験生に
対するブランディング事業」においても，戦略的な広報により大学ブランドの定着
に向けて順調に進めていると判断できる．総じて，初年度の事業成果としては当初
の計画を上回っていると評価できる．

④29年度の自己点検・
評価及び外部評価の結
果

⑤29年度の補助金の使
用状況

１．研究費（備品・消耗品等）：約32,401,784円
２．広報費・事務人件費等：約2,450,780円

②ステークホルダー２（学術界）：(1)目標に記載した代表的な学術大会において96
演題の発表を行った．(2)関連領域の国際誌（IF付き雑誌）に49本の論文を投稿し34
本が受理された．(3)科研費領域別新規採択推計数（29年度公表データ）において，
リハビリテーション領域では全国で6位（30ポイント），スポーツ科学領域では9位
（18.5ポイント）であった．（平成28年度はリハビリテーション科学領域で9位・25
ポイント，スポーツ科学領域では11位以下・14ポイントであった）


